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第 5 章では母材および溶接部の靭性の応力除去焼なましによる変化を検討し，母材およびH T60 
溶接部の靭性変化は小さいが， HT80溶接部では靭性劣化の生ずることを明らかにしている。
第 6 章では応力除去焼なましによる靭性変化と組織の関係を検討し，硬さ・前オーステナイト粒
径・合金元素の複合添加量が靭性変化に対する重要な因子であることを明らかにし，さらに靭性変
-406-
化と応力除去焼なまし条件の関係を明確にしている。
第 7 章では応力除去焼なましによる靭性変化と化学成分および溶接成分および溶接条件の関係を
検討し，不純物元素と炭窒化物形成元素および溶接入熱の増加は靭性劣化を促進することを明らか
にしている。
第 8 章では応力除去焼なましによる靭性の劣化現象が析出脆化と高温焼戻脆性に関連する現象で
あることを示している。
第 9 章では以上の結果を総合して，残留応力の低下量，引張強さおよび靭性を適正に保持するた
めに適する応力除去焼なまし条件および溶接施工法の選定指針を示している。
結論では以上の成果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は調質高張力鋼を用いた溶接構造物の応力除去焼なまし処理後の力学的性能を適正に保持
するための処理条件について研究を行ったものである。まず，応力除去焼なましによる残留応力低
下の挙動を母材と溶接部に分けて詳細に実験と考察を行い，溶接継手の残留応力低下の挙動を定量
的に明らかにすることができる小型試験片を提案している。次に 熱応力の発生を防止するために
必要な加熱・冷却条件と保持時聞を具体的に明らかにしている。さらに，応力除去焼なましによる
母材および溶接部の引張強さと靭性変化におよぼす鋼の製造条件・組成・溶接施工条件の影響につ
いて詳細な実験と考察を行い，いくつかの知見を与えている。最後に，これらの結果を総合して適
正な応力除去焼なまし処理条件と溶接施工法を提案している。
以上の成果は調質高張力鋼を用いた溶接構造物の応力除去焼なまし処理に対して有用な指針を与
えるものであり，工学上寄与するところが大である。よって，本論文は博士論文として価値あるも
のと吉忍める。
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